
野の花館だより   2007/秋号 ／ No.45 
残暑のお見舞い申し上げます。本当に暑い夏でしたね。皆様にはお変わりございませんか？ 

野の花館では夏のイベント(森の音＆言葉のシャワ－)を好評のうちに終わり、МИР（ミール）コンサートも 

6回を数えました。涼風が立ち始め朝夕はめっきり秋の気配です。芸術の秋に野の花館の企画も目白押しです。 

МИР（ミール）コンサートはますます人気上昇中で８月は子供連れも多く、月夜の晩のコンサ－トに満足のご様子でした。 

さて今秋、飛び込み企画ですが(ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ音楽の夕べ）を実施する事になりました。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが世界に誇る、この国最高の 
笛の名手ショ－ン･ライアンの九州初公演です。大地の匂い、風の音 アイルランドの悲しみや喜びが心に届く･伝統音楽･ 

バロック音楽・酒場の音楽･ショ－ン･ライアン(ホイッスル、歌)守安功(フル－ト･ホイッスル)守安雅子(ハーブ、コンサ－テ

－ナ－)3 人編成です。守安夫妻はショ－ンさんとはアイルランドや日本で今までに何度も共演しており、気のあったステ－ジ

が期待されます。ショーンさんは、2005年の天皇皇后両陛下のアイルランド訪問の際 政府から特別に御前演奏の音楽家に

選ばれた方です。笛ばかりでなく彼の歌もまた、天下一品だそうです。どうぞお見逃しなく・・・それに野の花館文化の 

エキスがいっぱい詰まった(子どもの夕べ 2007・いろり開き他色々)の開催です。今年もアジア各地から 

ヒ素研修員の方々が見えます。国際交流をお楽しみください。ここでもМИР（ミール）コンサートを予定しています。 

ʊʠ ʃˁɸҦɹɿɽʎʃɲ̞  
 

＊毎月МИР（ミール）ミニコンサート開催＊ 
ヴァイオリン＆ピアノ・デュオ          ｳﾞｧｲｵﾘﾝ（稲田竜斗）   ﾋﾟｱﾉ(稲田由香里) 

とき・２００７年9月２9日(土)  １9：００開場 １9：３０開演 

“ ḟʜ ʧ” 夏の名残、そして秋の足音を感じてみてください。 
        参加費 大人のみ 1,000円 
 

ʜḘʧ  
ʜ ᴐɻ˞̎ ̚ ̐ˋˉ̚ʖẘẙӝ Ẇʙʶʹ ʜɰʑʍ  

とき･２００７年１０月２０日(土) １４時半開場 １５時開演 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
             ショ－ン･ﾗｲｱﾝ                守安夫妻 

 

＊子どもの夕べ２００７＊ 
   (いろり開き･神事・コンサ－トなど盛りだくさん) 

とき･２００７年１１月３日(土･文化の日)１３時半～ 



Ｈ19 年度芸術文化振興基金助成事業 

ʜ ̞Ẇʗʰʜʍʯʜ Ѹץ ̞ ḗ 
˻ˉ˵ ┘ ᵝ ʜ˚̐̃̓ˋ˞̎̚ 

ʜ ʜ˞̖̊  
とき・７月２８日（土） 開場：７時 開演：７時半 

重松氏の野の花館ライブ・レポ－トより 

           空港から車で 40分、高鍋町という海に近い町の「野の花館」が 

今日の舞台。 

到着してみてびっくり。大きくてずいぶん立派な古民家に、 

能舞台が迫り出し、その能舞台にグランドピアノがドーンと。 

迫り出しているので、3方向は開けっ放しの野外舞台。 

こんなにすごいステージを用意してくださった皆様に 

心から感謝です。 

 
κ ʜѺ おひと方は、もう何度も共演しているガムラン奏者の久保純子さん(9/24 にも東京で 

共演ライブがあります)。もうひと方は、役者の木内里美さん。木内さんとは、ほんとに念願の初共演。もともとは 

木内さんが僕のライブに何度も来てくださってて、「いつか共演しましょう！」とお話していたのが、ここ宮崎で 

実現したのでした。木内さんは様々な舞台経験をお持ちの女優。本番がすごく楽しみです。 

リハーサルを終え、お食事タイム。今日、主催して下さる皆さん、お手伝い下さる皆さんと、地元のお料理を 

囲みました。すごく暑い宮崎ですが、暑くても食欲が沸くような工夫されたお料理ばかり。冷や汁(温かいご飯に 

冷たいお味噌汁をかけたもの)､美味しかった！ 

            ʋʅʔ 辺りはだんだん暗くなり、ステージもライトアップ、蝉の声は 

だんだんと静かになり、コオロギや鈴虫たちの声が響き渡ります。美しく 

照らされた本番のステージの写真がないのが残念。一幕目は、木内さんの 

朗読を、ピアノとガムランの即興演奏で演出する内容。最初は、僕の短い 

ピアノソロで始まり、そこへ純子さんと木内さんがご登場。今日の朗読は、 

「父は空 母は大地～インディアンからの手紙」。アメリカ先住民が、白人に 

土地を奪われた際に、白人達に向けたメッセージが力強く込められた物語。

淡々とした物語に、微妙に変化をつけながら、ガムランと即興セッションをしました。その後は、ガムランのソロ、そして 

途中から木内さんがバリの影絵をしながら、一人芝居で参加。七色の声を持つ木内さんが一人二役で演じるの 

ですが、これが何とも言えない素晴らしいもので･･･。びっくりしました。 

Ҁʃˁʜ ╙ʙʡʑɽʸ そして、そのあとは木内さんの一人芝居「おばあちゃんのひとりごと」。 

これはもう．．．．．．言葉では説明できないので、ぜひ本物をご覧いただきたいのですが、木内さんの俳優としての 

神髄に触れた気がしたし、木内さんは、即興表現、舞台表現の大先輩だなぁと心底思いました。 

єʜˤ̔ˠ˭̟˟ そのあと休憩を挟み、後半は僕のソロ・ステージ。1曲、純子さんのガムランと完全即興も 

やりました。久々だったのですごく新鮮な気持ちでやれ、9/24 の森のテラスでのライブに向けて、むくむくとイメージが

膨らみました。最後、「息をして」を弾いているとき、自分の右側に何かいるような気がして。それは、舞台袖にいる 

木内さんの気配なのか、それとも古い館に住む霊魂なのか。虫の声のオーケストラに見守られながら、またいつもと

違ったイメージで演奏できました。最後はアンコールで、3人で即興のセッション。ああ、楽しい夜も終わりです。 

ʁʁʻɹʷ€ ･･･打ち上げの席で、みなさんとわいわいやりながら、まだ若輩者のような自分、浮き草のような 

旅人の自分を初めてお会いする宮崎のみなさんが受け入れ、歓待してくれたこと、こんな素晴らしい空間を 

創ってくださったことが心底嬉しくて、ひとり、しんみりとしていたのでした。 

 

ʩˁʖɴʙɗʭʘʃˁɗɰʸɺʖɴʂʄɲʬʅʍ  




